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（１）活用できる機器

1

秋田県の実施要領や、国交省の出来形管理要領（案）の総括表で確認できます。

https://www.mlit.go.jp/tec/constplan/content/0
01880734.pdfhttps://www.pref.akita.lg.jp/pages/archive/35032

https://www.mlit.go.jp/tec/constplan/content/001880734.pdf
https://www.mlit.go.jp/tec/constplan/content/001880734.pdf
https://www.pref.akita.lg.jp/pages/archive/35032
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①無人航空機を用いた空中写真測量（UAV）

撮影計画
標定点・検
証点設置

撮影飛行
計測点群
データ作成

精度確認

＞＞動画

多点計測
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②地上型レーザースキャナ（TLS）

計測計画
標定点設

置
計測

計測点群
データ作成

精度確認

＞＞動画

多点計測
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計測機器の原理（イメージ）

計測作業手順（イメージ）

・ＵＡＶとＧＮＳＳ、ＩＭＵ及びレーザースキャナーに
よって構成される。

・ＧＮＳＳとＩＭＵによりＵＡＶの位置と姿勢を求め、
レーザースキャナーにより左右にスキャンしながら地
上までのレーザー光の反射方向と地上までの距離を
計算し、これらの装置の関係付けと計測データの解
析により３次元座標を解析する。

【計測作業手順】

①撮影計画立案

②調整用基準点・検証点の設置

③地上固定局の設置

④ＵＡＶレーザーシステムの確認

⑤計測の開始

レーザー

調整用基準点

検証点

■調整用基準点とは

ＵＡＶレーザーで計測した相対形状を３次元座標に変換する際に
用いる座標点である。基準点あるいは工事基準点と対応付けす
るために、基準点あるいは工事基準点からＴＳ等によって測量す
る。標高調整用と水平調整用の２種類がある。

③無人航空機搭載型レーザースキャナ 多点計測
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・ＩＣＴ建設機械は、オペレータへの操作支援又は作
業装置の自動制御を行うため、施工中は作業装置
の３次元座標をリアルタイムで取得している。この
３次元座標は、取得時刻等とともに記録、保存さ
れる。この記録データが施工履歴データである。

・施工しながらの計測が可能となる。

計測機器の原理（イメージ）

計測作業手順（イメージ）

【計測作業手順】

①建設機械の作業装置位置の３次元座標取得のための準備

（GNSS,TSなど）

②事前精度確認

③日常の精度管理

④施工の実施 （施工履歴データの取得）

施工履歴データを利用する場合は、施工中の作業装置位置をリア
ルタイムに計測・記録する機能を有している必要がある。

リアルタイム測位

作業装置の３
次元座標を記
録・保存

④ＩＣＴ建設機械の施工履歴データ 出来形管理多点計測
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⑤モバイル端末計測技術 小規模多点計測

動画紹介
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⑥地上写真測量（写真測量＋LiDAR） 多点計測

動画紹介
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⑦後付けマシンガイダンスバックホウ

動画紹介
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⑦後付けマシンガイダンスバックホウ

動画紹介
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⑧LiDAR SLAM

動画紹介
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⑨ＴＳ等光波方式（トータルステーション）

計測機器の原理（イメージ）・TS（トータルステーション）とは１台の機械で角度
（鉛直角・水平角）と距離を同時に測定することが
できる電子式測距測角儀のことである。

計測した角度と距離から未知点の座標計算を瞬
時に行うことができ、計測データの記録及び外部
機器への出力ができる。標定点、検証点、標定点
調整用基準点の座標取得、及び実地検査に利用
される。

計測作業手順（イメージ）

三角比

H（水平距離）=S・cos(90-Θ)

V（高低差）=S・sin(90-Θ)

角度距離から水平、高さへの変換

【計測作業手順】

①基準点を利用して器械設置を行う

②計測対象箇所にプリズムを設置しＴＳの望遠鏡をプリズム方向に向ける。

③ＴＳの望遠鏡で正確にプリズムを視準して計測対象点の計測を行う。

出来形管理用ＴＳは、法長、幅、基準高等を算出する機能を有しているた
め、測定者は、計測後すぐに設計値と計測値との差を確認できる。

単点計測
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⑩RTK-GNSS 単点計測

計測機器の原理（イメージ）ＲＴＫとは、リアルタイムキネマティックの略で、衛星
測位から発信される搬送波を用いた計測手法であ
る。

既知点と移動局にＧＮＳＳのアンテナを設置し、既知
点から移動局への基線ベクトル解析により、リアル
タイムに移動局の座標を計算することができる。現
場内に設置する既知点のほか、国土地理院が認定
する民間電子基準点Ａ級、Ｂ級を利用することがで
きる。

計測作業手順（イメージ）

【計測作業手順】

①出来形管理用ＲＴＫ－ＧＮＳＳの基準局の設置

②ローカライゼーション

③計測

出来形管理用ＲＴＫ－ＧＮＳＳで利用する基準局は、工事基準点上に設置するこ
と。任意の未知点に設置する必要がある場合には、測量を実施して工事基準点
とするか、後方交会法のように任意の点に設置した後で必要な位置情報を取
得する機能を利用すること。なお、ネットワーク型ＲＴＫ－ＧＮＳＳの移動局のみ
で測位する場合はこの限りでない。

ＧＮＳＳ座標系と現場座標系にズレがある場合、ローカライゼーションを行う。

基準局

※ローカライゼーション（座標変換）とは：ＧＮＳＳ座標系を現場座標系に変換すること。現場座標系とＧＮＳＳ座標系の間にはズレがあるが、ローカ
ライゼーションを実施することで、ＧＮＳＳ座標を現場座標へ変換するテーブルが作成され、以降は、ＧＮＳＳ座標の計測値より自動的に現場座標の
計測値が得られる。

移動局
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https://shinano-jyusetsu.co.jp/#company

⑪チルトローテータ

https://hoshin.co.jp/products/sokuryo/idig.html

⑫２Ｄマシンガイダンス

2Dシステム 3Dシステム

基準 相対的システム（刃先基準） 絶対的システム（衛星位置情報基準）

設定方法 刃先を基準に深さ・勾配・距離を設定 3D測量・設計データを建機にインポート

丁張り
移動のたびに丁張へ基準点を0セットが必要
（ただし丁張の数は最小限）

丁張なしで施工可能

必要データ 3D設計データ不要 3D測量・設計データが必要

適した規模 小規模〜大規模 大規模工事で効果大

https://shinano-jyusetsu.co.jp/#company
https://shinano-jyusetsu.co.jp/#company
https://shinano-jyusetsu.co.jp/#company
https://hoshin.co.jp/products/sokuryo/idig.html


（２）施工計画書記載内容や計測方法
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国交省の３次元計測技術を用いた出来形管理要領（案）や、監督検査要領に記載されています。

https://www.mlit.go.jp/tec/constplan/sosei_constplan_tk_000051.html

技術概要集を活用します

■施工計画書の記載事項

機器別の内容は？？
https://www.mlit.
go.jp/tec/constpl
an/content/0018
80736.pdf

https://www.mlit.go.jp/tec/constplan/sosei_constplan_tk_000051.html
https://www.mlit.go.jp/tec/constplan/content/001880736.pdf
https://www.mlit.go.jp/tec/constplan/content/001880736.pdf
https://www.mlit.go.jp/tec/constplan/content/001880736.pdf
https://www.mlit.go.jp/tec/constplan/content/001880736.pdf
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UAVを使用する場合、撮影計画を記載
する必要がある！
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撮影計画？
・ラップ率
・飛行経路
・高度
・地上画素寸法
・飛行区域の許可等
・標定点、検証点の配置 等
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■計測方法

技術概要集を活用します

✓必要な機器構成
✓機器の計測性能、精度確認方法
✓計測における留意点



（３）精度確認試験の方法、様式について
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国交省の「参考資料」や「技術概要集」に記載されています。

■精度確認試験方法や様式の記載箇所

https://www.mlit.go.jp/tec/constplan/sosei_constplan_tk_000051.html

https://www.mlit.go.jp/tec/constplan/sosei_constplan_tk_000051.html


（４）３次元設計データの活用事例

19

動画紹介



（５）技術支援等
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東北地整ICTサポータ制度
https://www.thr.mlit.go.jp/Bumon/B00097/k00915/jyouhouka/Th-iconHP/ict-

supportertop.html

■東北地方整備局 ＩＣＴサポーター認定制度

https://www.thr.mlit.go.jp/Bumon/B00097/k00915/jyouhouka/Th-iconHP/ict-supportertop.html
https://www.thr.mlit.go.jp/Bumon/B00097/k00915/jyouhouka/Th-iconHP/ict-supportertop.html
https://www.thr.mlit.go.jp/Bumon/B00097/k00915/jyouhouka/Th-iconHP/ict-supportertop.html
https://www.thr.mlit.go.jp/Bumon/B00097/k00915/jyouhouka/Th-iconHP/ict-supportertop.html
https://www.thr.mlit.go.jp/Bumon/B00097/k00915/jyouhouka/Th-iconHP/ict-supportertop.html


（５）技術支援等
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■秋田県の技術支援
https://www.pref.akita.lg.jp/pages/archive/89576

契約後の受発注者打合せで、
双方の疑問点について回答

現場における
ＩＣＴ技術活用方法の説明

ＷＥＢ会議での打合
せ、疑問点への回答

３次元設計データ作成の
研修会の開催

https://www.pref.akita.lg.jp/pages/archive/89576
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ＩＣＴ活用工事に関する講習会（Ｒ６年度） 受注者向け

＜開催概要＞
• 秋田県内３会場で実施。初心者向け
• ３次元設計データ作成・点群処理、ＡＲ、など、実習中心の内容

＜参加者の声・アンケート結果＞
• 「非常に得るところがあった」５３％、「得るところがあった」４７％
• 今後も講習会開催を希望する声多数
• 今後の要望・課題：３次元設計データ作成やＩＣＴ活用計画実習の充実を希望

■秋田県の技術支援
https://www.pref.akita.lg.jp/pages/archive/89576

https://www.pref.akita.lg.jp/pages/archive/89576
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ＩＣＴ活用工事に関する講習会（Ｒ６年度） 発注者向け

＜開催概要＞
• ＩＣＴ活用工事において発注者が抑えるべきポイントを解説
• 実習を交えることで、施工者側の手順などに対する理解を深める内容に

■秋田県の技術支援
https://www.pref.akita.lg.jp/pages/archive/89576

https://www.pref.akita.lg.jp/pages/archive/89576
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ＩＣＴ活用事例報告・技術展示（Ｒ６年度）

■秋田県の技術支援
https://www.pref.akita.lg.jp/pages/archive/89576

https://www.pref.akita.lg.jp/pages/archive/89576
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ＩＣＴ活用工事に関する問い合わせ対応

◎Ｇｏｏｇｌｅフォームで問い合わせできるページがあります！！

＜回答＞
・提出の必要性について
ICT建機稼働率については、発注者指定・受注者希望にかかわらず、「掘削（ICT）」を実施した場
合に提出が必要になる資料になります。
・複数重機を使用した場合
あくまで掘削に要した重機の台数ですので、現場全体ではありません。
例えば掘削・積込みを全て1台のICT建機で実施していたのであれば、そのまま100％として変
更になります。
日数にもよりますが、ICT建機1台、従来建機1台が同じ日数稼働していた場合は50％となり、
数量が10,000m3の場合は5,000m3をICT建機で掘削したということになり、その5,000m3はICT
単価で、残り5,000m3は従来単価で算出される形になります。

令和6年度の問い合わせ内容と回答（参考）
＜質問＞
・土工のうち掘削についてはICT施工としましたが、ICT 建機稼働率の確認が必要と発注者
から連絡がありました。そこで質問なのですが、この資料が必要なのは元々発注時にICT施
工の工事で、その後、数量変更などで変更積算をしなければならない時に必要なのか、そ
れとも、受注者希望型でICT施工に変更になった場合も必要なのか？複数の重機を現場に
置いて施工した場合、金額が下がってしまうのか？

https://forms.gle/usXSAS5JTWJoNTBw8

■秋田県の技術支援
https://www.pref.akita.lg.jp/pages/archive/89576

https://forms.gle/usXSAS5JTWJoNTBw8
https://www.pref.akita.lg.jp/pages/archive/89576


（６）ＩＣＴ活用事例の紹介

27

秋田県では毎年、ＩＣＴ活用工事などのＤＸ技術を活用した県内の優れた取組み
について、「ＤＸ大賞・みちのくインフラＤＸ奨励賞」に応募しています。

令和６年度は、株式会社ウヌマ地域総研さんが、みちのくインフラＤＸ奨励賞を
受賞されました！
https://www.pref.akita.lg.jp/pages/archive/79376

このあと、ＩＣＴ活用工事の事例をご紹介させていただきます。
※配布資料はありません。

●インフラＤＸ大賞：国土交通省が建設・土木現場のＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）を推進す
るため、データとデジタル技術を活用して生産性向上や効率化、国民サービス向上などの優れた成果
を上げた企業や団体を表彰する制度

●みちのくインフラＤＸ奨励賞：国土交通省東北地方整備局が東北地域におけるインフラ分野のＤＸ
（デジタルトランスフォーメーション）推進を目的に、優れた取り組みを行う団体を表彰する制度

https://www.pref.akita.lg.jp/pages/archive/79376
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